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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第71期

第１四半期連結
累計期間

第72期
第１四半期連結

累計期間
第71期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年６月30日

自2020年４月１日
至2020年６月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 10,455,466 9,358,446 41,798,104

経常利益 （千円） 390,993 309,645 1,697,174

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 261,302 215,517 1,148,572

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 202,178 187,816 1,026,455

純資産 （千円） 16,255,157 16,611,347 17,081,364

総資産 （千円） 31,660,188 30,767,892 32,071,100

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 23.04 19.00 101.27

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 51.3 54.0 53.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）経営成績の状況

① 売上高

　売上高は、前年同四半期比10.5％減少し、93億5千8百万円となりました。

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症が世界中で拡大し、2020年4月

の緊急事態宣言の発令に伴う外出自粛要請を受けて景気が急激に悪化しました。景気の先行きについては、新型

コロナウイルス感染症の終息時期が見通せず、不透明な状況が継続しております。

　当社グループ業績に影響が大きい半導体製造装置業界は、５Ｇ関連投資が堅調でしたが、新型コロナウイルス

感染症の世界的な感染拡大による経済活動停滞の影響を受け、設備投資を延期する動きが見られました。同様の

理由により、ＦＰＤ製造装置業界、航空機業界、自動車業界等も新型コロナウイルス感染症の影響を受け、設備

投資が大幅に減少しました。

　このような状況の中、当社グループは、政府等の要請やお客様の安全等を考慮し、出張や取引先への訪問の自

粛、在宅勤務・時差出勤の推進等による新型コロナウイルス感染予防策を実施いたしました。

顧客往訪や対面営業が制約を受ける中で、従来より当社が注力してきた24時間365日お見積り・ご注文可能な

WEBサイト「白銅ネットサービス」により、顧客サービス低下への影響を一定範囲に抑えることができました。

また、2019年2月に連結子会社化した株式会社ＡＱＲは、商品の品揃えや在庫管理などで当社グループのリ

ソースを活用し、販売力強化と経費削減を実現しました。2020年3月には、顧客基盤拡大のため、東港金属株式

会社の東北地区における非鉄金属の販売事業について譲受を完了しました。引き継ぎました２社が有する優良顧

客へ当社の充実したサービスを提供することにより、当社グループの事業拡大に繋げてまいります。

海外事業においては、ベトナム国における代理店として関係を強化してまいりました現地大手非鉄金属商社の

Oristar Corporationの事業拡大にともなう増資について、2020年6月に約4億円の出資を完了しました。

　以上の顧客満足度の向上および事業規模拡大等の施策を着実に実行いたしましたが、新型コロナウイルス感染

症の影響等による製造業の設備投資の大幅な減少の影響を受け、売上高は、前年同四半期比で減少となりまし

た。

 

② 営業利益

　営業利益は、前年同四半期比22.9％減少し、2億8千8百万円となりました。

　営業利益の主な減少要因は、売上高の減少と原材料市況の影響によるもので、前年同四半期の商品在庫に係わ

る相場差損は4千4百万円でしたが、当第１四半期連結累計期間の商品在庫に係わる相場差損は5千1百万円でし

た。

　原材料市況の影響額を除いた営業利益は、前年同四半期比で18.9％減少し、3億3千9百万円となりました。

 

③ 経常利益

　経常利益は、営業利益の減少により前年同四半期比20.8％減少し、3億9百万円となりました。

 

以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期比17.5％減少し、2億1千5百万円となりまし

た。
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セグメントごとの経営成績は次のとおりとなります。

当第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

セグメント 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

日本 8,887百万円 258百万円 275百万円 189百万円

中国 319百万円 20百万円 24百万円 18百万円

その他 151百万円 9百万円 9百万円 7百万円

 
 

④ 当社を取り巻く環境

　原材料市況は、電気銅建値は2020年３月末の58万円から６月末には68万円に上昇しましたが、アルミニウム地

金（日本経済新聞月別平均値）がトン当たり2020年３月末の22万4千円から６月末は21万9千円に下落し、ステン

レス鋼板（鉄鋼新聞月別中心値）も2020年３月末の37万円から６月末には36万円に下落しました。

 
 

（２）財政状態の状況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、307億6千7百万円と、対前連結会計年度末比で13億3百万円減少し

ました。

　流動資産は、224億4千8百万円と、対前連結会計年度末比で12億4千6百万円減少しました。減少額内訳は、受取

手形及び売掛金11億円、商品及び製品3億1千4百万円等です。増加額内訳は、電子記録債権2億1千万円等です。

　固定資産は、83億1千9百万円と、対前連結会計年度末比で5千6百万円減少しました。減少額内訳は、有形固定

資産4千9百万円等です。
 
（負債）

　流動負債は、141億1千2百万円と、対前連結会計年度末比で8億3千3百万円減少しました。減少額内訳は、支払

手形及び買掛金14億8千6百万円、賞与引当金1億7千6百万円、未払法人税等1億1百万円等です。増加額内訳は、電

子記録債務5億1千4百万円、未払費用2億9千1百万円、その他1億5千3百万円等です。

　固定負債は、4千4百万円と、対前連結会計年度末比で微増となりました。
 
（純資産）

　純資産は、166億1千1百万円と、対前連結会計年度末比で4億7千万円減少しました。減少額内訳は、利益剰余金

4億4千2百万円等です。

　自己資本比率は、前連結会計年度末の53.3％から54.0％となりました。

 

（３）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。
 
 
 

３【経営上の重要な契約等】

 当社は、ベトナム国における代理店として関係を強化してまいりました現地大手非鉄金属商社のOristar

Corporationの事業拡大にともなう増資について決議しました。なお、2020年6月に出資を完了しました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数 （株）

普通株式 16,720,000

計 16,720,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数 （株）
（2020年６月30日）

提出日現在発行数     
（株）

（2020年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,343,300 11,343,300
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 11,343,300 11,343,300 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年４月１日～

2020年６月30日
－ 11,343,300 － 1,000,000 － 621,397

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2020年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2020年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,338,700 113,387 －

単元未満株式 普通株式 3,300 － －

発行済株式総数  11,343,300 － －

総株主の議決権  － 113,387 －

 

 

②【自己株式等】

    2020年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

白銅株式会社
東京都千代田区丸の内

二丁目５番２号
1,300 - 1,300 0.0

計 － 1,300 - 1,300 0.0

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,968,512 4,901,617

受取手形及び売掛金 10,779,824 9,678,859

電子記録債権 1,753,356 1,963,598

商品及び製品 6,054,518 5,740,284

原材料及び貯蔵品 22,543 24,899

その他 137,513 158,985

貸倒引当金 △20,939 △19,513

流動資産合計 23,695,329 22,448,730

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 7,636,388 7,669,108

減価償却累計額 △5,804,263 △5,843,322

建物及び構築物（純額） 1,832,125 1,825,785

機械装置及び運搬具 7,035,209 7,111,487

減価償却累計額 △4,287,326 △4,395,051

機械装置及び運搬具（純額） 2,747,882 2,716,435

土地 1,903,901 1,903,901

その他 620,599 622,530

減価償却累計額 △496,150 △509,469

その他（純額） 124,449 113,061

有形固定資産合計 6,608,359 6,559,184

無形固定資産 412,431 401,996

投資その他の資産   

投資有価証券 367,500 773,602

繰延税金資産 337,549 338,627

退職給付に係る資産 52,823 47,407

その他 597,105 198,344

投資その他の資産合計 1,354,979 1,357,981

固定資産合計 8,375,771 8,319,162

資産合計 32,071,100 30,767,892
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,773,693 5,287,598

電子記録債務 6,736,223 7,250,369

未払費用 701,991 993,466

未払法人税等 210,227 108,513

賞与引当金 274,199 97,954

役員賞与引当金 37,000 9,000

その他 212,284 365,521

流動負債合計 14,945,619 14,112,423

固定負債   

繰延税金負債 172 94

長期預り保証金 14,650 14,650

退職給付に係る負債 13,228 13,312

その他 16,065 16,065

固定負債合計 44,115 44,121

負債合計 14,989,735 14,156,545

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 621,397 621,397

利益剰余金 15,354,048 14,911,731

自己株式 △1,531 △1,531

株主資本合計 16,973,914 16,531,597

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 59,959 67,152

為替換算調整勘定 47,490 12,596

その他の包括利益累計額合計 107,449 79,748

非支配株主持分 0 0

純資産合計 17,081,364 16,611,347

負債純資産合計 32,071,100 30,767,892
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

売上高 10,455,466 9,358,446

売上原価 8,884,986 7,943,570

売上総利益 1,570,479 1,414,875

販売費及び一般管理費 1,196,005 1,126,318

営業利益 374,474 288,557

営業外収益   

受取利息 2,330 1,859

受取配当金 6,782 6,040

不動産賃貸料 21,291 21,297

その他 4,062 1,138

営業外収益合計 34,467 30,336

営業外費用   

不動産賃貸費用 4,047 3,940

支払手数料 123 124

固定資産売却損 5,990 200

為替差損 3,132 2,903

その他 4,654 2,079

営業外費用合計 17,947 9,248

経常利益 390,993 309,645

税金等調整前四半期純利益 390,993 309,645

法人税等 129,691 94,128

四半期純利益 261,302 215,517

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 261,302 215,517
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

四半期純利益 261,302 215,517

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △10,271 7,193

為替換算調整勘定 △48,852 △34,894

その他の包括利益合計 △59,124 △27,701

四半期包括利益 202,178 187,816

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 202,178 187,816

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　(税金費用の計算)

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法により計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（追加情報）

(新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積りについて)

　前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計

上の見積りについて重要な変更はありません。なお、当該見積りは現時点で入手可能な情報等を踏まえたもの

であり不確実性は高く、新型コロナウイルス感染症の終息時期やその他の状況の経過により影響が変化した場

合には、上記の見積りの結果に影響し、翌四半期以降の財政状態、経営成績に影響を及ぼす可能性がありま

す。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、下記のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

減価償却費 211,157 千円 203,617 千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月10日

取締役会
普通株式 873,334 77.00 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月13日

取締役会
普通株式 657,833 58.00 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  （単位：千円）

 報告セグメント
その他 合計

 日本 中国 計

売上高      

外部顧客に対する売上高 10,017,050 277,390 10,294,440 161,025 10,455,466

セグメント間の内部売上高又は振替高 148,371 － 148,371 － 148,371

計 10,165,422 277,390 10,442,812 161,025 10,603,838

セグメント利益又は損失（△） 261,294 △12,484 248,809 14,542 263,351

（注）「その他」の区分には、Hakudo(Thailand)Co., Ltd.を含んでおります。

 

２. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差額調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 248,809

　「その他」の区分の損益 14,542

　セグメント間取引消去 △2,049

　四半期連結損益計算書の親会社株主に帰属する四半期純利益 261,302

 

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  （単位：千円）

 報告セグメント
その他 合計

 日本 中国 計

売上高      

外部顧客に対する売上高 8,887,775 319,444 9,207,219 151,226 9,358,446

セグメント間の内部売上高又は振替高 150,874 － 150,874 － 150,874

計 9,038,650 319,444 9,358,094 151,226 9,509,321

セグメント利益 191,331 18,287 209,619 7,936 217,555

（注）「その他」の区分には、Hakudo(Thailand)Co., Ltd.を含んでおります。

 

２. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差額調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 209,619

　「その他」の区分の損益 7,936

　セグメント間取引消去 △2,038

　四半期連結損益計算書の親会社株主に帰属する四半期純利益 215,517

 

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

１株当たり四半期純利益 23円04銭 19円00銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益　　

（千円）
261,302 215,517

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
261,302 215,517

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,342 11,341

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

（剰余金の配当）

　2020年５月13日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・657,833千円

②　１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・58.00円

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・2020年６月29日

　（注）2020年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年８月７日

白銅株式会社

取　締　役　会　御　中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人

東京事務所

 
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

公認会計士　出口　眞也　　　　印

 
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

公認会計士　尻引　善博　　　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている白銅株式会社の

2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020年６月30日

まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、白銅株式会社及び連結子会社の2020年６月30日現在の財政状態及び同

日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点にお

いて認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 

 

 

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認
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められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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